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☆勉強について

②留学前に何を勉強するべきだったか？
英語・英会話 31
日本文化 11
オーストラリアについて 7
パソコン・通信について 1
人間性 1
公共機関 1
アジアについて 1
モナッシュのサークル・クラブについて 1
特にない 2

※⑤で伸びなかったと答えた人の理由
自習不足 1
携帯電話の使いすぎ 1
日本人といたから 1

（コメント）これについては何を基準に判定していいかわ

からないが、皆伸びたと言っている。主にリスニング力が

一番アップしているに違いないだろう。日本人が多い

中、他国の人といかに会話するかが上達のカギだと言

える。あとは家での学習といったところ。

（コメント）法政大学プログラムは５週間、法政の学生だ

けでメインキャンパスの空いているところを使い、豪州

の文化や経済、メディア、文学などを学ぶ。他に週１回、

フィールドトリップという課外授業があり、いろいろなとこ

ろをバスを使って行く。プログラム自体は「長すぎる」と

か「改善が必要」と言われるが、豪州を学ぶきっかけに

なったという人が7割方いて、良い評価をしている。ま

た、英語に慣れる目的もあり、講義型の授業の他、週１

回1時間の英会話クラスもある。

※その他の意見：英語になれた・消極的な人は伸びな

い・先生次第・簡単すぎる　など

（コメント）法政プログラムの後、クリスマス休暇をはさん

で10週間のELICOSプログラム（Integrated Course）が

始まる。主にアジアの国々の学生と共に英語を集中的に

学んでいく。様々なスタイルがあり、先生やレベルにより

異なる。なるべく上位クラスをねらっていったほうが、英

語を話す機会や交流する機会が増えるだろう。こちらも7

割方良い評価だが、先生・クラスによるところが大きい。

要は自分の気持ち次第か。

※ｸﾗｽﾒｲﾄの主な出身国：韓国・中国・タイ・ｲﾝﾄ゙ﾈｼｱ・ｺﾛ

ﾝﾋﾞｱ・台湾・香港・トルコ・ﾏﾚー ｼｱ・ﾍ゙ﾄﾅﾑ・チリ

①留学前にどんな勉強をしましたか？
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☆ホストファミリーについて

④ホストファミリーとのルール
・遅くなるときに連絡 ・シャワーの時間
・自分の居場所を教えておく
・門限あり ・電話の時間
・消灯 ・たばこは外
・静かにする ・インターネット使用料
・お互い親切に ・家事を手伝う
・英語だけ ・ぬれた服
・アルコール禁止 ・掃除をする
・セキュリティーアラームのセット
・洗濯の時間 ・犬は中にいれない

☆持ち物について
①持っていけばよかった物 ②持っていってよかったもの ③持っていかなくていいもの
冬服もしくは長袖 31 薬 3 夏服 11
CD・MD 6 辞書 2 日用品 7
PC 6 日本食 1 余分な洋服 4
電子辞書 3 洗顔フォーム 1 第２外国語の教科書 3
スリッパ 3 日本食 3
日本食 3 靴 2
折り畳み傘 2
洋服ブラシ 2
薬 1

④日本から送ってもらったもの ⑤ホストへのおみやげ
日本食 12 日本風遊具 14 写真立て 2
洋服 10 和菓子 10 お茶 2
おかし 4 扇子 8 CD 2
薬 4 コップ 5 時計 2
CD・MD 4 浴衣・甚平 4 がま口財布 2
バック 3 団扇 2 カレンダー 2
靴 3 風鈴 2
成人式の用具 2

（コメント）家族構成については１年次に希望が反映されるかたちになるが、されない場合も多い。これは運次第か。個人的には子供がいる家

庭が良いと思う。出身地は意外に思われるかもしれないが、さずか移民の国。ほとんどが他国籍からの夫婦、または別々の国籍の人。ただし、

英語についてはそれほどアクセント・なまりについては問題ないという意見が多いが、食べ物は・・・

（コメント）8割方は良かったという回答。ルールとして多い順にあげられているが、最低、言われたことは守るようにしよう。そのかわり、こちらも

いくら要求してもかまわない。向こうも家族の一員として迎えてくれるわけだから、絶対に遠慮してはならない。とにかく、受け身でなく、積極的に

話してみることが関係をよくするカギでもある。ホストの環境がどうしても合わない場合（アレルギーや問題行為が発生した場合など）は変更す

ることもできる。
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☆お金について

※なお、T/Cを持っていった人は全体の30%.

☆通信について

③プロバイダ名 ※使用用途
AOL 13 E-mail 21
OPTUS 13 宿題 18
ホストのもの 2 インターネット 11
nifty 1 デジカメ 4
so-net 1 レセプション 3
telstra 1 CDプレーヤー 3

その他 5

（コメント）約９割の人が自分のラップトップを豪州に持っていったが、結果的にネット接続出来た人は７割。ネットはＣＡＴＶや電話

回線の常時接続を使っている人もいたが、ほとんどが56kによるダイヤルアップ回線。電話代はフラットで20セントと安いので、通

信費については心配はそれほどない。

（コメント）海外で利用できるバンクカードとして、シティバンクが半数近くを占め、序で新生銀行。豪州はATMシステムが進んでおり、24時間、国

際対応のカードならどれでもどこでも引落できるため、それほど心配は要らない。1,2枚用意しておこう。支払い方法は、3分の2の人が適宜、

ATMからお金を引き出して現金で支払っている。ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞが4分の1を占めているが、これは旅行の予約など高額であるほど、こちらが安全

であるため、ｷｬｯｼｭｶー ﾄ゙とともに用意しうまく併用したためと思われる。

↑（コメント）全体の出費は平均35万円後半くらい。生活費用も始めのうちはかかるが、主に旅行費によると思われる。出国前の持参金は、日

本円では１万円未満、豪州ドルでは400ドル未満（約2万6千円）が半数以上を占めた。これは、帰りの電車代などを考えて、日本円を少し残して

おいたということと、出国前に2,3万円分の日本円をJTBに頼んだ結果と思われる。

（コメント）プロバイダは日本でローミング

サービスをしているAOLと、豪州の格安プ

リペイド式プロバイダのOptusNetが半数

以上を占めている。他のプロバイダは

サービス料が基本使用料に含まれていな

く、高額であったり、繋がらないといった問

題があった。
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長所 短所

・連絡が取れて便利(27) ・日本語ばかりになる(18)

・９時以降タダのプランがある(9) ・金がかかる(11)

・ホームシック対策(4) ・つながらない(2)

・安全(2) ・部屋にこもる(1)

・交流が深まる(2) ・チャージが必要(1)

・大きい(1)

☆交流について

②交流のつながり
クラスの友達 14
ホスト 6
サークル 3
日本からの知り合い 2
教会 2
シェアメイト 2
conversation class で 2
パーティーで 2

★このアンケートは２期生全員に対して分科会が行ったアンケートから分析・編集したものです。このほかの項目につ
いても、集計が終わり次第、モナッシュ分科会のホームページにて５月中に公開していく予定です。これからの留学の
参考にしていただきたいと思います。
[モナッシュ分科会URL] http://www.edu.i.hosei.ac.jp/̃f00g0116/

（コメント）２期生ではほとんどの人が現地でプリペイド式携帯を購入し

たわけだが、これには賛否両論がある。たしかに便利だが、JCRや緊

急連絡時を除けばほとんど短所にあげられるような使い方になってしま

うからである。中には日本人同士でも英語で電話する人もいた。要は本

人の使い方次第であると言える。

（コメント）思ったよりも現地の人との交流は少ないだろう。というのも大学キャンパスは11月からテスト、その後夏休みで2月くらい

まで長期休暇のため、大学生と交流するのは難しい。ELICOSクラスはアジア人が大半である。中には積極的に部活やサークルに

入って交流のきっかけをつくる人もいたが、この「積極性」が非常に大切と言えるだろう。

（コメント）PCは必要かという質問にほぼ全員が「必要」と答えている。主にメールや課題をタイプして提出、またはレセプション原稿づくり、イン

ターネットの利用などで、必要不可欠であるという結果だろう。ただし、学校でもインターネット、メールは使える（日本語入力できるが、やりにくい

のが難点）し、Wordなどのソフトの他、英語学習ソフトも入っている。ただ、空いている時間が少ないのも問題ではある。PCトラブルは意外に多

く、３割方。ＳＡ直前に購入するよりも、ＰＣに慣れる意味でも持っていく人は最低３ヶ月前には買って使い込んでみることを強くおすすめする。
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